
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）末端にイソシアネート基を２個以上有するウレタンプレポリマー、（Ｂ）（ｂ１）
末端にイソシアネート基を２個以上有するウレタンプレポリマーと（ｂ２）Ｎ－２－ヒド
ロキシアルキルオキサゾリジンとを反応させて得られる末端にオキサゾリジン基を有する
ウレタンオキサゾリジンプレポリマー、及び（Ｃ）ベット比表面積 8m2 /g以上の
炭酸カルシウム、（Ｄ）ベット比表面積２０ m2 /g以上の 微粉末シリカからなる組成
物であって、（Ｃ）成分の含有量が１０～４０重量％、（Ｄ）成分の含有量が０．５～５
重量％であることを特徴とする 湿気硬化性ウレタン組成物。
【請求項２】

微粉末シリカ（Ｄ）が、シラン化合物で表面を疎水処理された 微粉末シリカ
であることを特徴とする請求項１記載の揺変性湿気硬化型ウレタン組成物。
【請求項３】
請求項１又は２記載の揺変性湿気硬化型ウレタン組成物からなる ーティング材。
【請求項４】

【請求項５】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
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請求項１又は２記載の揺変性湿気硬化型ウレタン組成物からなるシーリング材。

請求項１又は２記載の揺変性湿気硬化型ウレタン組成物からなる接着剤。



【発明の属する技術分野】
本発明は、硬化時に炭酸ガスによる発泡がなく、硬化性、貯蔵安定性に優れた揺変性湿気
硬化型ウレタン組成物及びそれを用いたコーティング材、シーリング材、接着剤に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来の湿気硬化型ウレタン組成物としては、特開昭５７－９４０５６号公報が知られてい
るが、硬化時に水分とイソシアネート基が反応する際に発生する炭酸ガスのためにしばし
ば塗膜の膨れが発生する問題がある。膨れの原因となる炭酸ガスの発生を抑えるためにケ
チミン、エナミン等の湿気解離型の架橋剤が提案されており、その中でも特開平６－２９
３８２１号公報、特開平７－３３８５２号公報、特開平７－１０９４９号公報等で提案さ
れるオキサゾリジン化合物を用いた組成物は炭酸ガスの発生がなく比較的性能バランスの
とれた材料である。
【０００３】
その中でも特許２８３７３４６号、特許２８８１０９１号ではオキサゾリジンを含有する
組成物中に特定の表面処理剤で表面処理した無機充填剤を配合することで沈降がない組成
物が提案されている。しかしながら、表面処理した無機充填剤だけで垂直面等に塗布可能
な揺変性を付与しようとすると表面処理充填剤の含有量が必然的に多くなり、充填剤の表
面処理剤の影響で貯蔵後のスランプ発生や粘度変化が大きく、時として塗膜表面にその表
面処理剤がブリードし、表面性不良や接着性不良を起こすことがある等の問題がある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、硬化時に炭酸ガスによる発泡がなく、硬化性、貯蔵安定性に優れ、垂直
面等に塗布してもスランプやタレが発生することがない湿気硬化性ウレタン組成物及びそ
れを用いたコーティング材、シーリング材、接着剤にある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、こうした課題について鋭意研究の結果、（Ａ）末端にイソシアネート基を
２個以上有するウレタンプレポリマー、（Ｂ）（ｂ１）末端にイソシアネート基を２個以
上有するウレタンプレポリマーと（ｂ２）Ｎ－２－ヒドロキシアルキルオキサゾリジンと
を反応させて得られる末端にオキサゾリジン基を有するウレタンオキサゾリジンプレポリ
マー、及び（Ｃ）ベット比表面積 8m2 /g以上の 炭酸カルシウム（Ｄ）ベット比表
面積２０ m2 /g以上の 微粉末シリカからなる組成物であって、（Ｃ）成分の含有量が
１０～４０重量％、（Ｄ）成分の含有量が０．５～５重量％であることを特徴とする揺変
性湿気硬化型ウレタン組成物と本組成物からなるコーティング材、シーリング材、接着剤
を提供するものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明に使用される末端にイソシアネート基を２個以上有するウレタンプレポリマー（Ａ
）及び末端にイソシアネート基を２個以上有するウレタンプレポリマー（ｂ１）はいずれ
もイソシアネート基を２個以上有するプレポリマーであり、有機ポリイソシアネートとポ
リオールとをポリイソシアネートの過剰のもとで常法により調製されるウレタンプレポリ
マーである。
【０００７】
有機ポリイソシアネートとしては、２，４－トリレンジイソシアネート、２，６－トリレ
ンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイソシアネート、一部をカルボジイミド化され
たジフェニルメタンジイソシアネート、ポリメチレンポリフェニルポリイソシアネート、
トリレンジイソシアネート、ナフタレンジイソシアネート、フェニレンジイソシアネート
、ヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、キシリレンジイソシ
アネート、水添キシリレンジイソシアネート、水添ジフェニルメタンジイソシアネート、
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シクロヘキサンジイソシアネート等の芳香族ジイソシアネート、脂肪族ジイソシアネート
、脂環族ジイソシアネート１種又は２種以上の混合物が挙げられる。
【０００８】
本発明に使用されるポリオールとは、ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール
、その他のポリオール及びこれらの混合ポリオールである。例えば、複合金属シアン化合
物錯体を触媒として製造されたポリオールも含まれる。
【０００９】
ポリエーテルポリオールとしては、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピ
レングリコール、ジプロピレングリコール、グリセリン、トリメチロールプロパン、グル
コース、ソルビトール、シュークローズ等の多価アルコールの１種又は２種以上にプロピ
レンオキサイド、エチレンオキサイド、ブチレンオキサイド、スチレンオキサイド等の１
種又は２種以上を付加して得られるポリオール及びポリオキシテトラメチレンポリオール
等が挙げられる。
【００１０】
ポリエステルポリオールとしては、例えばエチレングリコール、プロピレングリコール、
ブタンジオール、ペンタンジオール、ヘキサンジオール、シクロヘキサンジメタノール、
グリセリン、トリメチロールプロパンあるいはその他の低分子ポリオールの１種又は２種
以上とグルタル酸、アジピン酸、ピメリン酸、スベリン酸、セバシン酸、テレフタル酸、
イソフタル酸、ダイマー酸、水添ダイマー酸あるいはその他の低分子ジカルボン酸やオリ
ゴマー酸の１種又は２種以上との縮合重合体及びプロピオラクトン、カプロラクトン、バ
レロラクトン等の開環重合体等が挙げられる。
【００１１】
その他のポリオールとしては、例えばポリカーボネートポリオール、ポリブタジエンポリ
オール、水素添加されたポリブタジエンポリオール、アクリルポリオール等が挙げられる
。又、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレ
ングリコール、ブタンジオール、ペンタンジオール、ヘキサンジオール、シクロヘキサン
ジメタノールグリセリン、トリメチロールプロパン、グルコース、ソルビトール、シュー
クローズ等の低分子ポリオールも挙げられる。
【００１２】
（Ａ）成分で使用するポリオールは、好ましくは数平均分子量５００～１６０００で、好
ましくはオキシエチレン鎖を含まないポリエーテルポリオールである。さらに好ましくは
、ポリエーテルジオール及び／又はポリエーテルトリオールである。（Ａ）成分にオキシ
エチレン鎖を含むポリオールを使用する場合、（Ｂ）成分のオキシエチレン鎖量を計算し
て、組成物のオキシエチレン鎖の含有量が（Ａ）成分と（Ｂ）成分の合計量に対して６重
量％未満であることが好ましい。
【００１３】
ウレタンプレポリマー（Ａ）の末端イソシアネート基数は、好ましくは２以上、より好ま
しくは２～３である。更にイソシアネートとポリオールとのＮＣＯ／ＯＨ比は好ましくは
１．４以上、更に好ましくは１．４～５．０である。残存ＮＣＯ％は、好ましくは１～２
０重量％である。
【００１４】
一方、ウレタンオキサゾリジンプレポリマー（Ｂ）のウレタンプレポリマー（ｂ１）のポ
リオールは、オキシエチレン鎖を有することが好ましい。但し、オキシエチレン鎖を有さ
ないポリオールとオキシエチレン鎖を有するポリオールとを混合したポリオールであって
も（ｂ１）成分として使用することが出来る。また、好ましくはオキシアルキレン鎖中の
オキシエチレン鎖の平均含有量が１～３０重量％のものである。オキシエチレン鎖の含有
量が１％重量未満では硬化速度が低下するし、３０重量％を越えても更なる硬化性の向上
が期待できないうえ、耐水性が低下する傾向がある。ただし、（Ａ）成分、（Ｂ）成分の
オキシエチレン鎖量を計算して合計し、そのオキシエチレン鎖の含有量が（Ａ）成分と（
Ｂ）成分の合計量に対して６重量％未満であることが好ましい。これを越えると耐水性が
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劣るものとなる。
【００１５】
ウレタンプレポリマー（ｂ１）は、好ましくは数平均分子量が５００～８０００のもので
ある。分子量が、５００未満の場合、下地追従性に問題があるし、分子量が８０００を越
える場合、硬化速度が低下するという問題がある。また、ウレタンプレポリマー（ｂ１）
の末端の平均ＮＣＯ基数は２．０～２．６が好ましい。
【００１６】
２．０未満であれば硬化性が低下する傾向があるし、２．６を越えると下地追従性が低下
する傾向がある。更にイソシアネートとポリオールとのＮＣＯ／ＯＨ比好ましくは１．６
以上、更に好ましくは１．８～４．０である。残存ＮＣＯ％は、好ましくは１～１５重量
％である。
【００１７】
又、ウレタンプレポリマー（ｂ１）とＮ－２－ヒドロキシアルキルオキサゾリジン（ｂ２
）との反応比は、ＮＣＯ／０Ｈ＝０．９５～３．０が好ましい。ＮＣＯ／０Ｈ＝０．９５
未満ではＮ－２－ヒドロキシアルキルオキサゾリジンが未反応のまま残存する傾向があり
、貯蔵安定性に悪影響を与える。ＮＣＯ／０Ｈ＝３．０を越えると硬化速度の低下と粘度
の上昇の問題がある。
【００１８】
また、ウレタンオキサゾリジンプレポリマー（Ｂ）の合成に用いられるＮ－２－ヒドロキ
シアルキルオキサゾリジン（ｂ２）は、例えばホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、プ
ロピルアルデヒド、ブチルアルデヒド、ベンズアルデヒド等のアルデヒド類と例えばジエ
タノールアミン、ジプロパノールアミン等のジヒドロキシアルキルアミン類との公知の縮
合反応により得られる化合物である。
【００１９】
ウレタンオキサゾリジンプレポリマー（Ｂ）の末端オキサゾリジン基の数は好ましくは１
～３である。３を越えると硬化後の伸張性が低下し、好ましくない。尚、ウレタンオキサ
ゾリジンプレポリマー（Ｂ）の末端にオキサゾリジン基は１個以上あれば、その他の末端
がイソシアネート基であってもよいことは言うまでもない。
【００２０】
プレポリマー（Ａ）とウレタンオキサゾリジンプレポリマー（Ｂ）の配合比は、プレポリ
マー（Ａ）のＮＣＯ基とプレポリマー（Ｂ）が水で開環して発生する活性水素基との比が
、０．４～４．０の範囲が好ましい。４．０より大であれば炭酸ガスの発生により塗膜に
膨れが発生し易くなるし、０．４未満であれば貯蔵安定性が低下する。この様な点を考慮
すると（Ａ）と（Ｂ）の混合比は重量比で（Ａ）：（Ｂ）＝６０：１～１：３０の範囲が
好ましい。
【００２１】
（Ｃ）成分のベット比表面積 8m2 /g以上の 炭酸カルシウムは、好ましくはベット
比表面積 8～４０ m2 /g、一次粒子径０．０５～０．２ミクロンである炭酸カルシウムであ
り、例えば白石工業製の白艶化シリーズ、ホモカルシリーズ、ヴィスコライトシリーズ、
ＥＤＳシリーズ等が使用される。ベット比表面積 8m2 /g以上の炭酸カルシウムの本発明組
成物中の含有量は、１０～４０重量％の範囲であり、１０重量％未満では揺変性付与の効
果が不十分であるし、４０重量％を越えると粘度が高く作業性が不十分である。炭酸カル
シウム（Ｃ） 有機物等により表面処理されたもの 。
【００２２】
（Ｄ）成分のベット比表面積２０ m2 /g以上の 微粉末シリカとしては、好ましくはベ
ット比表面積（ＢＥＴ法で測定した比表面積）２０～４５０ m2 /g、一次粒子径３～１００
ｎｍのもので、例えば火炎加水分解法、アーク法、プラズマ法、湿式法等の公知の技術で
製造することができるシリカである。例えば 表面をジメチルジクロロシラン化合物、ト
リメチルシモノクロロシラン化合物等で処理した疎水性シリカ 。疎水性シリカとし
ては、例えば日本アエロジル製のＲＹ－２０２（ベット比表面積　約１２０ m2 /g、一次粒
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子径　約１２ｎｍ）、ＲＹ－２００（ベット比表面積　約１２０ m2 /g、一次粒子径　約１
２ｎｍ）、ＲＹ－５０（ベット比表面積　約４０ m2 /g、一次粒子径　約４０ｎｍ）等があ
げられ 。ベット比表面積２０ m2 /g以上の 微粉末シリカ（Ｄ）の本発明組成物中の
含有量は、０．５～５重量％であり、０．５重量％未満では揺変性付与の効果が不十分で
あるし、５重量％を越えると粘度が高く作業性が不十分である。
【００２３】
炭酸カルシウム（Ｃ）と微粉末シリカ（Ｄ）との組成物中の比率は、重量比で好ましくは
（Ｃ）／（Ｄ）＝５０／１～５／１である。
【００２４】
本発明の組成物は、これらの用途で使用する際に必要に応じて酸、溶剤、平均粒子径０．
２ミクロンを越える無機充填剤、小量のプロセスオイル、可塑剤、その他の揺変剤、体質
顔料、耐侯性維持向上のための紫外線防止剤、安定剤等各種添加剤などを含んでいてもよ
い。これら混合物が均一に混合でき、且つ保存性が確保できるのに十分なる混合、混練装
置により製造する事ができる。
【００２５】
溶剤類としては、トルエン、キシレン、ターペン、酢酸エチル等の通常のウレタン用溶剤
が使用できる。
【００２６】
その他の揺変剤は、ポリ塩化ビニルパウダー、ベントナイト等があげられる。このほか本
発明の組成物には石油系高沸点芳香族系留分，石油樹脂等を混合しても良い。
【００２７】
可塑剤としては、例えばジブチルフタレート、ジオクチルフタレート、ジウンデシルフタ
レート、ジラウリルフタレート、ブチルベンジルフタレート、ジイソデシルフタレート、
ジブチルアジペート、ジオクチルアジペート、ジイソノニルアジペート、ジイソノニルア
ジペート、ジオクチルアゼレート、ジオクチルセバケート等のエステル系可塑剤やトリオ
クチルホスフェート、トリフェニルホスフェート等の燐酸エステル系可塑剤が挙げられる
。
【００２８】
安定剤としては、例えば、酸化防止剤、紫外線吸収剤等が挙げられる。無機充填剤として
は、例えば、酸化カルシウム、クレー、タルク、酸化チタン、硫酸アルミニウム、カオリ
ン、ゼオライト、硅そう土、ガラスバルーン等の無機化合物の粉粒体が挙げられる。その
添加量は、組成物中に好ましくは１～２０重量％である。
【００２９】
本発明の組成物は、代表される用途として揺変性を必要とするコーテイング材、シーリン
グ材、接着剤に使用することができる。
【００３０】
コーテイング材とは、塗料、建築物の屋根防水材、壁面防水材、駐車場防水材、競技場の
表面舗装材等に利用できるものである。又、シーリング材とは、コンクリート、サイジン
グボード、金属等土木用建築用シーリング材に利用できるものである。更に、接着剤とし
ては、プラスチック床材等建築物内装材の接着剤、屋上防水シートの接着剤、タイル、シ
ートの接着剤、；自然石、セラミック、ゴム、木等の粒状物、繊維状物の接着剤（バイン
ダー）として利用できるものである。
【００３１】
【実施例】
次に、本発明を、実施例、比較例により詳細に説明するが、本発明はこれら実施例に限定
されるものではない。以下において部および％は特に断りのない限り、すべて重量基準で
あるものとする。
【００３２】
＜（Ａ）成分の合成＞
（ウレタンプレポリマーの作製例１）
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数平均分子量２０００のポリプロピレンエーテルジオール７００ｇ（０．３５モル）、数
平均分子量３０００のポリプロピレンエーテルトリオール３００ｇ（０．１モル）に２，
４－トリレンジイソシアネート１９１．４ｇ（１．１モル）、すなわちＮＣＯ／ＯＨの当
量比２．２にて窒素気流下で８０℃にて２０時間フラスコ中で撹拌しながら反応させＮＣ
Ｏ％が４．２４％のウレタンプレポリマー（Ａ－１）を得た。
【００３３】
（ウレタンプレポリマーの作製例２）
ウレタンプレポリマーの作成例１において数平均分子量３０００のポリプロピレンエーテ
ルトリオール３００ｇ（０．１モル）の代わりに数平均分子量３０００、オキシエチレン
鎖の含有量１０％のポリエチレンプロピレンエーテルトリオール３００ｇ（０．１モル）
を用いたこと以外は同様の方法で合成し、ＮＣＯ％が４．２２％のウレタンプレポリマー
（Ａ－２）を得た。
【００３４】
＜Ｂ成分の合成＞
（ウレタンオキサゾリジンプレポリマーの作製例１）
数平均分子量４８００、オキシエチレン鎖の含有量１５％のポリエチレンプロピレンエー
テルトリオール５００ｇ（０．１０４モル）と数平均分子量２０００のポリプロピレンエ
ーテルジオール５００ｇ（０．２５モル）を混合してオキシエチレン鎖の平均含有量７．
５％、平均官能基数２．２９、数平均分子量２８２０のポリオールを得た。さらにヘキサ
メチレンジイソシアネート１４３．３ｇ（０．８５３モル）、すなわちＮＣＯ／ＯＨの当
量比２．１にて窒素気流下で８０℃にて４８時間フラスコ中で撹拌しながら反応させＮＣ
Ｏ％が３．２９％、１分子当たりの末端ＮＣＯ基数２．２９のウレタンプレポリマー（ｂ
１－１）を得た。
【００３５】
ウレタンプレポリマー（ｂ１－１）１４０．８ｇと２ーイソプロピル３（２ヒドロキシエ
チル）１，３オキサゾリジン１５．９ｇ、すなわちＮＣＯ／ＯＨの当量比１．１にて窒素
気流下で６０℃にて４８時間フラスコ中で撹拌しながら反応させ、ウレタンオキサゾリジ
ンプレポリマー（ＯＸＺ－１）を得た。本組成物のＧＰＣを測定した結果、残存している
２－イソプロピル３（２ヒドロキシエチル）１，３オキサゾリジンの含有率は１％以下で
あることを確認した。
【００３６】
（ウレタンオキサゾリジンプレポリマーの作製例２）
数平均分子量６００、オキシエチレン鎖の含有量３０％のポリエチレンプロピレンエーテ
ルトリオール２０ｇ（０．０３３モル）と数平均分子量６００のポリプロピレンエーテル
ジオール２７０ｇ（０．４５モル）を混合してオキシエチレン鎖の平均含有量２．１％、
平均官能基数２．０７、数平均分子量６００のポリオールを得た。さらに２，４トリレン
ジイソシアネート１７４ｇ（１．０モル）、すなわちＮＣＯ／ＯＨの当量比２．０にて窒
素気流下で６０℃にて４８時間フラスコ中で撹拌しながら反応させＮＣＯ％が９．０７％
、１分子当たりの末端ＮＣＯ基数２．０７のウレタンプレポリマー（ｂ１－２）を得た。
【００３７】
ウレタンプレポリマー（ｂ１－２）４８．７ｇと２－イソプロピル３（２ヒドロキシエチ
ル）１，３オキサゾリジン１５．９ｇ、すなわちＮＣＯ／ＯＨの当量比１．０５にて窒素
気流下で６０℃にて４８時間フラスコ中で撹拌しながら反応させ、ウレタンオキサゾリジ
ンプレポリマー（ＯＸＺ－２）を得た。本組成物のＧＰＣを測定した結果、残存している
２－イソプロピル３（２ヒドロキシエチル）１，３オキサゾリジンの含有率は１％以下で
あることを確認した。
【００３８】
＜コンパウンドの配合＞
次に密閉型プラネタリーミキサー中に１２０℃で５時間減圧乾燥し、水分を０・０５％以
下に調整した（Ｃ）成分を所定量、キシレン８０部、ジオクチルフタレート（以下ＤＯＰ
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と略）９０部、サリチル酸０．１部、表１に示すウレタンプレポリマー（Ａ）、ウレタン
オキサゾリジンプレポリマー（Ｂ）、１１０℃で２時間常圧で混合乾燥し、水分を０・０
５％以下に調整した（Ｄ）成分を所定量及び必要に応じてその他の成分をそれぞれ所定量
加え均一に混合した後、６０トールの減圧下で脱泡して湿気硬化型ウレタンコンパウンド
を得た。
【００３９】
［試験方法］
（硬化性試験）
硬化性は四方を枠で囲い離型紙を貼ったガラス板（３０ｃｍ×３０ｃｍ）上に厚さ１．５
ｍｍの割合で試料を流し、２５℃×５０％ＲＨ雰囲気下の条件下で放置し、指で触り塗膜
の動きが無くなるまでの時間を測定した。
【００４０】
（非発泡性試験）
非発泡性試験は、四方を枠で囲ったスレート板（３０ｃｍ×３０ｃｍ）上に厚さ２ｍｍの
割合で試料を流し、５０℃×９０％ＲＨ雰囲気下の条件下で硬化させた後、塗膜表面のフ
クレ、ピンホールの有無を観察した。フクレ、ピンホールの無いものは○、フクレ、ピン
ホールが有るものは×とした。
【００４１】
（粘度安定性試験）
予め２５℃に調整した試料をジフィミキサー回転速度１４００ｒｐｍ／ｍｉｎで６０秒間
攪拌した後、ＢＨ型回転粘度計で粘度を測定し、初期粘度（ｃｐｓ／２５℃）とする。
同一ロットの試料を別途５００ＣＣ容器に充填、密閉し、５０℃乾燥機中に７日間放置後
、２５℃雰囲気下で１５時間以上放置する。試料を取り出し、初期粘度の測定方法と同一
の手法で粘度を測定する。
粘度変化率（％）は、（貯蔵後粘度）÷（貯蔵前粘度）×１００で求める。
【００４２】
（スランプ安定性試験）
試料を別途５００ＣＣ容器に充填、密閉し、５０℃乾燥機中に７日間放置後、２５℃雰囲
気下で１５時間以上放置する。試料をジフィミキサー回転速度１４００ｒｐｍ／ｍｉｎで
６０秒間攪拌した後、予め３ｍｍ厚の枠で囲ったスレート板（１５ｃｍ×１５ｃｍ）に試
料を流し込み、３ｍｍ厚の塗膜を作製した後、直ちに垂直に立てかけ下端の枠を取り外す
。３０分間放置し、試料のタレ長さ（ｍｍ）を測定する。
【００４３】
（接着性試験）
四方を枠で囲ったスレート板（３０ｃｍ×３０ｃｍ）上に厚さ２ｍｍの割合で試料を流し
、２５℃雰囲気下で７日間、更に５０℃×５０％ＲＨ雰囲気下で７日間放置した後、塗膜
の上に同じ試料を厚さ２ｍｍの割合で塗布し、同様の条件で硬化させる。このサンプルを
６０℃水中に１４日間浸漬した後、２．５ｃｍ幅に切断し、試料層間の９０°剥離試験を
行い、接着強度（ｋｇ／ｉｎｃｈ）を求めると共に破壊状態を観察する。
【００４４】
【表１】
［配合条件及び試験結果］
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【００４５】
【表２】
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ヴィスコライトＯＳ：白石工業製、表面処理炭酸カルシウム
（ベット比表面積１５．５～１９ｍ２ ／ｇ）
ＲＹ－２００：日本アエロジル製、疎水化処理微粉末シリカ
（ベット比表面積８０～１２０ｍ２ ／ｇ）
【００４６】
比較例１の（Ｄ）成分を含まない組成物は、貯蔵後の粘度変化が大きく、スランプも発生
した。更に接着強度も低いレベルであった。比較例２の（Ｃ）成分を含まない組成物は、
接着性は良好なものの貯蔵後の粘度変化が大きく、スランプも発生した。
ウレタンオキサゾリジンプレポリマー（Ｂ）を用いない組成である比較例３は、発泡をお
こし、硬化も遅い結果となった。
【００４７】
【発明の効果】
本発明の湿気硬化性ウレタン組成物は、硬化時に炭酸ガスによる発泡がなく、硬化性、貯
蔵安定性に優れ、垂直面等に塗布してもスランプやタレが発生することがない優れた揺変
性を有するので、コーティング材、シーリング材及び接着剤として有用である。
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